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協 定 学 協 会

　

2
0
1
3
年
3
月
1
日
に
ベ
ト
ナ
ム
の

ハ
ノ
イ
市
に
お
い
て
、
土
木
学
会
建
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
、
ベ
ト
ナ
ム
土
木
学

協
会
連
合
（
V
F
C
E
A
）
、ハ
ノ
イ
交
通

通
信
大
学
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
両
国
の
社
会
資

本
整
備
事
業
執
行
過
程
の
現
状
と
課
題
を

紹
介
し
、共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、Tran Dac Su

氏
（
交
通

通
信
大
学
学
長
）
と
小
澤
一
雅
氏
（
東
京

大
学
教
授
・
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会

委
員
長
）
の
挨
拶
で
幕
を
開
け
た
。
会
場

は
、
交
通
通
信
大
学
の
会
議
室
を
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
会
議
に
は
80
名
が
出

席
し
、
手
づ
く
り
感
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
の

中
、
終
始
な
ご
や
か
に
進
め
ら
れ
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
発
表

者
が
4
人
ず
つ
発
表
し
、Bui Trong Cau

氏
（
ハ
ノ
イ
交
通
通
信
大
学
准
教
授
）
の

司
会
・
通
訳
の
下
で
、
適
宜
、
意
見
交
換

を
行
う
形
で
進
め
ら
れ
た
。

　

日
本
側
か
ら
は
、
小
澤
委
員
長
が
「
日

本
の
公
共
調
達
シ
ス
テ
ム
の
経
験
と
挑

戦
」
と
題
し
て
、
新
旧
の
公
共
調
達
シ
ス

テ
ム
の
特
徴
、
総
合
評
価
方
式
の
変
遷
、

土
木
学
会
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
の

活
動
紹
介
、
同
委
員
会
か
ら
の
提
案
で
あ

る
新
公
共
調
達
法
を
紹
介
し
た
。
小
橋
秀

俊
氏
（
国
総
研
）
は
「
施
工
時
の
品
質
向

上
」
と
題
し
て
、
施
工
に
お
け
る
検
査
監

督
の
重
要
性
、
第
三
者
の
専
門
家
（
発
注

者
と
施
工
者
以
外
）
に
よ
り
施
工
過
程
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
制
度
の
紹
介
を
行
っ
た
。

ま
た
、
盛
土
工
事
を
一
例
と
し
て
、
品
質

向
上
の
う
え
で
重
要
な
チ
ェ
ッ
ク
の
ポ
イ

ン
ト（
段
切
り
、
締
固
め
、
盛
土
内
排
水
、

施
工
中
の
排
水
や
流
末
処
理
）
を
説
明
し

た
。

　

下
山
和
彦
氏
（
三
井
住
友
建
設
（
株
）

ハ
ノ
イ
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
作
業
所
）
は
「
工

期
半
減
を
実
現
し
た
事
業
の
品
質
向
上
」

と
題
し
て
、
ハ
ノ
イ
市
環
状
3
号
線
の
高

架
橋
道
路
建
設
工
事
に
お
い
て
、
30
ヶ
月

の
当
初
工
期
を
15
ヶ
月
に
短
縮
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
紹
介
し
た
。
筆
者
は
「
日

本
の
建
設
産
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上

へ
の
道
」
と
題
し
て
、
日
本
の
監
督
行
為

で
は
、「
受
発
注
者
間
の
責
任
分
担
を
曖

昧
に
す
る
無
用
の
指
示
…
を
行
う
べ
き
で

な
い
」
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
不
適
格
業
者
選
抜
の
危
険
性
を
高
め

る
。
受
発
注
者
間
で
適
切
な
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強

調
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
は
、
大
学
研
究
者
か

ら
、「
建
設
企
業
の
競
争
力
の
評
価
方
法
」

と
「
ベ
ト
ナ
ム
の
請
負
者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、
行
政
官

か
ら
「
公
共
工
事
に
お
け
る
分
権
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
改
善
の
提
案
」
と
「
ベ
ト
ナ
ム

に
お
け
る
日
本
の
O
D
A
交
通
事
業
に

お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
の
発

表
が
行
わ
れ
た
。

　

特
筆
す
べ
き
点
は
、
行
政
官
の
2
人
か

ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
公
共
事
業
執
行
に
関
す

る
問
題
点
と
そ
の
改
善
方
法
に
関
す
る
率

直
な
発
表
が
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

　
Hoang Van V

inh

氏
（
計
画
投
資
省
地

方
経
済
局
副
局
長
）
に
よ
る
公
共
工
事
分

権
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
提
案
の
発
表
で

「
第
一
回
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
日
本
・

ベ
ト
ナ
ム
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
が
ハ
ノ
イ

で
開
催
さ
れ
る

建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
国
際
連
携
小
委
員
会 

委
員
長

渡
邊 
法
美
（
高
知
工
科
大
学 

教
授
）

写真1　セミナー開催風景

写真2　閉会のあいさつ（筆者）
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は
、
現
在
の
問
題
点
と
し
て
①
法
律
・
規

則
・
通
達
の
中
に
は
重
複
、
あ
る
い
は
、

た
が
い
に
相
反
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、

②
法
的
な
罰
則
が
十
分
で
は
な
く
効
果
的

で
は
な
い
こ
と
、
③
現
在
の
分
権
化
で
は
、

63
の
県
が
63
の
経
済
圏
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
、
④
地
域
間
の
連
携
や
各
地

域
の
特
徴
が
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
、
⑤
事
業
計
画
と
の
整
合
性
が
取
れ

て
い
な
い
こ
と
、
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
改
善
案
が
提
案
さ
れ
た
。

　
Pham

 T
hanh Binh

氏
（
運
輸
省

T
hang Long

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ユ
ニ
ッ
ト
）
に
よ
る
日
本
の
O
D
A

交
通
事
業
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
す

る
発
表
で
は
、

　

J
I
C
A
の
課
題
：
ベ
ト
ナ
ム
側
に
過

度
に
干
渉
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、

　

ベ
ト
ナ
ム
発
注
者
の
課
題
：
ベ
ト
ナ
ム

の
法
・
規
則
は
国
際
的
な
実
務
方
法
に
必

ず
し
も
適
合
し
な
い
こ
と
、

　

日
本
の
請
負
者
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
課
題
：
ベ
ト
ナ
ム
の
組
織
・
シ
ス
テ

ム
・
文
化
を
必
ず
し
も
十
分
に
理
解
し
て

い
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
、

　

ベ
ト
ナ
ム
の
施
工
者
：
従
業
員
の
能
力
・

知
識
・
経
験
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い

こ
と
、

　

ベ
ト
ナ
ム
の
指
定
（nom

inated

）
サ
ブ

コ
ン
：
発
注
者
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
場

合
は
、
十
分
な
能
力
を
持
っ
て
い
な
く
と

も
採
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
等
が

指
摘
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、「
ベ
ト
ナ
ム
の
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
技
術
者
に
は
、
モ
ラ
ル
が
欠
如
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
問
題
提
起

に
は
、
会
場
の
長
老
の
先
生
か
ら
、「
そ
れ

は
い
く
ら
な
ん
で
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
!?
」
と
の
熱
い
や
り
と
り
も
交

わ
さ
れ
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
筆
者
が
「
お
互
い
を
さ

ら
に
深
く
知
る
必
要
が
あ
る
こ
と
」
、

Pham

 Duy Huu

氏
（
ハ
ノ
イ
交
通
通
信

大
学
教
授
）
か
ら
は
、「
今
日
は
実
り
多
き

会
と
な
っ
た
の
で
、
第
二
回
の
セ
ミ
ナ
ー

も
ぜ
ひ
実
施
し
た
い
!
」
と
の
宣
言
で
幕

を
閉
じ
た
。

　

今
回
は
多
く
の
成
果
が
あ
っ
た
。
第
一

は
、
高
い
志
と
能
力
を
持
っ
た
行
政
官
と

出
会
え
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
が
、現
実
の
問
題
を
直
視
し
、

率
直
な
意
見
交
換
を
行
う「
開
か
れ
た
場
」

に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
そ
の

際
、
わ
が
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
で

の
産
官
学
に
よ
る
各
種
小
委
員
会
活
動
、

な
ら
び
に
研
究
討
論
会
で
培
っ
た
実
践
的

問
題
解
決
手
法
が
十
分
効
果
的
で
あ
る
と

実
感
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
地
道
な
学
術

交
流
が
、
両
国
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と

を
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
は
、

公
益
信
託
土
木
学
会
学
術
交
流
基
金
に
よ

る
助
成
を
受
け
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
交
通
通
信
大
学
の
皆
さ
ま
と

中
須
賀
聡
J
I
C
A
専
門
家
（
当
時
）
に

は
数
多
く
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
っ

た
。こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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